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Ｆ・マリオン・クロフォード研究の現在
一没後100周年国際記念大会に参加して一
　　　　　　　　　　　　　北　原　妙　子
はじめに
　2009年５月13日から16日、イタリアのソレントに隣接する町、サンタニ
ェッロで、F･マリオン･クロフォード没後100周年国際記念大会が開催された。
クロフォードは19世紀後半に大西洋の両岸で大変人気を集めた米国籍の作家
である。現在では、アンソロジーなどで見かける怪奇小説で主に知られる程度
だが、現役時代は次々とベストセラーを生み出した。 1980年代ころから始ま
った米文学史の見直しで、ケンブリッジ版アメリカ文学史の改訂版が全集揃っ
たことで一段落ついたかに思われる作業だが、そこでもクロフォードの名はわ
ずかに言及されるにとどまるI)。白人男性かつ富裕層という属性を持ち、さら
に母はニューイングランド名門のウォード家出身、父は議事堂の彫刻で知られ
るトーマス・クロフォードという特別な家庭環境に生まれた「大衆作家」に対
して、女性や少数民族といったマイノリティの声やサブカルチャーをくみあげ
ようとする文学史の改編運動－ひとつの政治運動－は決して好意的でなかった
といえる。祖国米国ではなかなか日の目を見ないクロフォードであるが、第二
の故郷（あるいはこちらこそ真の故郷かもしれない）イタリアでは、今も土地
に暮らして眠る名士として親しまれている。彼の邸宅があるサンタニェッロが
支援し、クロフォードー家ゆかりのグランド・ホテル・コキュメラで追悼記念
大会は開かれた呪現地では地域の自然や文化を保護しようとする意識が高く、
その一環でＦ・マリオン・クロフォード研究所も設立されて10年近くになる。
米国でファンタジー文学を中心に編集されていた『ロマンティスト』（1977年
刊行）の出版元であるＦ・マリオン・クロフォード記念協会もこの研究所に引
き継がれ、今やクロフォード研究はイタリアに拠点を置く。今回の大会も同研
究所が主催し、イタリア、米国、日本より招聘されたクロフォード研究者が口
頭報告を行った。またクロフォードの存在をより広く知らしめるため、関心の
ある一般聴衆にも門戸を開いていた。プログラムは参加者誰でもが作家に親し
めるように工夫され、研究発表以外にも、作家の邸宅や墓所訪問、映画化され
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た作品の上映会、怪奇小説の朗読会やコンサートなどを含む、多角的に作家を
知る趣向となっていた。街中に記念祭を周知するポスターが貼られていたこと
は特に印象的であった。
　実際４日間にわたる大会は、高校生から年輩の方々まで幅広い年齢層の参加
者が絶えずあり、地元の名士、クロフォードヘの関心の高さが窺えた。実は
2006年夏に筆者は私的にクロフォード邸（現在は女子修道院に寄贈）と墓所
を訪れたのだが、その際も現地の市民一観光案内所の案内係、ホテルのフロン
ト、タクシーの運転手たちーがクロフォードのことを記憶しており、他にもそ
の名を冠した通り（Corso Marion Crawford）があることなど、作家の確かな存在
感に驚いた。イタリア人からみるクロフォードは、日本人にとっての小泉八雲
ことラフカディオ・バーンのような存在とも思われた。
　ここで簡単にクロフォードの経歴を紹介しよう。フランシス・マリオン・ク
ロフォードはイタリアの避暑地バーニ・ディ・ルッカに1854年に生まれ、幼
少期から少年期をローマですごす。大学進学のため高校時代は米国に帰国する
が、ヨーロッパ育ちの外語人風の青年は米国になじめず、英国、ドイツで大学
教育を受け､ローマ大学ではサンスクリット語を学ぶ。それからインドへ渡り、
アラハバードでジャーナリストとして新聞編集に携わった後、米国へ戻り、有
力な伯父サム・ウォードの勧めでインドでの体験を小説にする（『アイザック
ス氏』、1882年）。これがベストセラーとなり、そこから彼の予期せぬ作家人
生が始まる。 1884年に南北戦争将官の娘、エリザベス・c ･バーダンと結婚。
妻は米国への帰国を希望したが、作家はソレントに居を構え、以後そこを生活
拠点とした。クロフォードは1909年４月に54歳で亡くなり、本人の希望通り
現地の墓地に埋葬される。晩年まで創作を続け、44冊の小説をはじめ（全集
も３回出される）、劇作、創作理論、旅行記、歴史書、エッセイなど多数の著
作を残した。
　音匯記念大会ではクロフォードに関する最新の研究成果がイタリア語と英語
で報告された。全般的な傾向としては、発掘された書簡を通じて伝記的側面の
調査が一段と進んだといえよう。例えば作家の重要な人脈（ハドソン神父）が
見いたされ、そこから異なる作家の人物像が浮かびあがった。また、同時代の
他の文筆家だちとの交友関係についても異なる知見が提示され（キップリング
やウィーダ）、クロフォードと彼を取り巻く一つの文化圏の可能性が現れた。
そのほかには、これまで少なかった本格的な作品の読み直し（「怪奇小説」並
びに「女性」についての論考）、同時代の「リアリズム」主導者ハウエルズと
「ロマンス」を擁護したクロフォード両者の創作理論の分析、見落とされた劇
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作の再評価、ウィーダとの相互テクスト性の問題など多方面に渡る考察が展開
された呪先ほど言及した余興も含め、総合すると、机上の学問に限らず立体
的にクロフォードについて、また彼が愛し根を下ろしたソレントという土地を
知る絶好の機会になったといえる。今大会の研究動向をみると、作品というよ
りは、作家の｢人物｣像に関心が集まった印象が強い。先述したとおりクロフ
ォードは正典文学の見直しでも無視されてきたが､｢偉大なるクロフォード｣("II
Magnifico Crawfordり4)や｢ソレントの貴公子｣("Prince of Sorrento'ヅ)と呼ば
れる作家の魅力は研究発表に限らず、クロフォード邸(Villa Crawford)やゆか
りの地を訪れると実感できる。活字のみで実体験の伴わない本稿では、せめて
クロフォードの魅力の一端でも伝えられることができれば大きな喜びである。
あまり日本で知られていない作家を日本語読者に紹介する意味から、また特に
今後の研究に広がりを示すという点で意義のある伝記的な側面について本稿は
焦点を当てる。とりわけ｢女性｣というキーワードで結ぶことのできるジョン･
Ｃ・モラン、アレッサンドラ・コンテンティ、そしてジェーン・H ･ビーズ三
氏の発表に注目したい。三氏は｢女性｣をめぐるクロフォード関連の新たな知
見を提示した。まず､モランは不仲説が語られる妻との新たな関係を指摘し､妻、
エリザベスによる作家の臨終の記述を披露する。次いでコンテンティはクロフ
ォード最後の恋愛相手とみなされる若い貴婦人、ビットリア・コロンナとの関
係について論考する。そしてビーズは、初期から後期までの作品全体を女性登
場人物中心に読み直し、｢女性性｣に対するクロフォードの姿勢について論を
展開する。以下、それぞれ個別に見ていきたい。
§１　クロフォード夫人とハドソン神父
　クロフォードの私生活については、イサベラ・ガードナーとの恋愛関係がよ
く取りざたされるが、その実、クロフォードは大変慎重で、交友のあった女性
からの書簡は全て処分している。一方、女性側は、クロフォードからの書簡を
大部分（ビットリア･コロンナの場合は全て）保存している。これらの書簡から、
作家と女性たちとの関係性や、作家の新たな人物像が再構築されることはとて
も興味深い。まず妻エリザベスとの関係性について､モラン氏の報告に触れる。
　モランは「カトリック」の文脈という、クロフォードという作家・作品理解
に欠かせない側面から、慧眼にもクロフォード研究に新境地を開いた。カトリ
ックに改宗したクロフォードは、諸作品でカトリシズムや修道僧・修道女を
題材に扱い、19世紀後半、それらの作品論や書評には複数のカトリック系雑
誌が少なからぬ貢献をした‰そうした書評誌の一つ、ノートルダム大学によ
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つて出版された週刊誌aアペ・マリアJ （1865-1990）の編集長、ダニエル・Ｅ・
ハドソン神父との交流にモランは着目する。これまで特筆されてこなかった二
人の関係だが､そもそものきっかけは、ハドソン神父が作家の問題作『力一千･
ブラッチョ』（1894）を擁護したことに始まるという。
　この小説は、修道女の駆け落ちと、その不義の娘グロリアのたどる悲劇を描
く。グロリアは成長し結婚するも、一時の気迷いから、ポール・グリッグス7)
と愛人関係になり一児をもうける。だが､結局別れた夫を忘れられず自殺する。
一方残された夫は、グロリアが彼との復縁を望むかたわら、愛人に対しつのる
嫌悪を記す手紙をグリッグスに送りつけ、相手を性的不能に陥らせる。この内
容から容易に推測できるように、発表当時、作品は反響が大きく、特にカトリ
ック教会を冒涜するものとアメリカのカトリック団体からは強く非難された。
しかしながら、こうした教会の態度は、当時のアメリカ社会におけるカトリッ
列言者の立場の弱さに起因するとモランは指摘する。そして作品の本当の価値
はスキャンダラスな表層にあるのではなく、実は深いモラルを描いている点を
看破したハドソン神父の存在を紹介する。カトリック側からクロフォードを擁
護した神父と作家の間に友好関係が芽生えたのは当然の成り行きだった。
　存命中にハドソン神父と作家が実際に会見したことはほんの数回であった。
しかし二人の間の信頼関係は揺るぎないものになったようで、作家が早世した
際も、神父は深い哀悼の意を表明した。ここから妻と神父との交流が始まる。
ハドソン神父にあてだエリザベス・マリオン・クロフォード夫人の手による書
簡の中で､これまで窺い知ることができなかったクロフォードと夫人との関係、
そしてクロフォードの臨終の場面が明らかにされる。
　研究者などの間で、クロフォード夫妻の関係は、（音楽を除いて）妻と作家
が芸術、特に文芸への情熱を共有しないことから冷え込んでいたとされる‰
クロフォードは妻の望む贅沢なライフスタイルを維持するため、生涯懸命に働
かなくてはならなかった。早死にしたのも、営業促進の一環である米国講演旅
行中、悪天候にもかかわらず無理をして喘息を発し、以降長らく健康を損なっ
たからといわれる。かくしてこれまでの定説で、エリザベスはいわば「悪妻」
とも呼べる立場にあった。しかしモランの報告は、妻の夫へのあふれる愛情を
示す。と同時に、作家の死亡当時のマスコミによる報道が正しくないことをエ
リザベスは1909年５月29日付の書簡中で示唆し、妻による夫の看取りの様子
を明らかにした。クロフォード研究の中で初めて公になる正式な臨終場面の描
写につき、また夫妻の関係を見直す上でも貴重な文献なので、長い引用となる
が以下紹介したい。
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親愛なるハドソン様
　あなた様のこの上なく親切な、私の愛しい夫を擁護してくださる記事が
同封された手紙には、深く心打たれました。一急いで申し添えますと、主
人の死亡について新聞で言われていることはすべて、まったくのでたらめ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｰ
です！彼は決して娘にプラトンを朗読するよう頼みませんでしたし、彼が
言ったと思われるようなことは、一語たりとも決して申しておりません。
亡くなる13日前には、主人の体調はずっとよかったのです。またお医者
様も私どもも皆、彼がきっとよくなるだろうと確信しておりました。冬の
間中、微熱にとても苦しんだのですが、それもすっかりなくなりました。
唯一、主人を苦しめたものは喘息でした。ですが幾数年にもわたってこの
病を患っていたので､お医者様はそれについては警戒なさいませんでした。
４月９日の朝、庭園を見下ろす屋根で覆われた小さなテラスに夫を連れ出
しました。そして、かぐわしく柔らかな春の空気と陽光を存分に楽しんだ
のです。およそ11時頃、心不全が起こりました。ですがほぼ回復し、お
いしい昼食をいただくことができました。自室に戻る際、主人は席から長
いすのところまで多少の読書をするため歩いていきたがりました。そして
その場で、私は主人の脈が弱くなるのを目の当たりにしたのです。お医者
様は夫に最も強力な気付け薬を与えましたが、最少の効果も得られません
でした。私か走っていって窓を開けると、主人は目を開け、私にほほえみ
かけ、次のように申しました。
　「僕は、本棚の上に日が差しているのを見るのが大好きだ！ありがと
う！」
ため息一つ、小さな痛み一つもなく、彼は逝ってしまいました。何年間に
もわたって苦しんできた心臓が突然力尽き、夫の愛しいものたちは、深い
悲しみと寂しさにすっかり打ちひしがれたまま取り残されたのです。イー
スターの朝に主人と一緒に私ども全員が聖体拝領を受けるべきだ、と彼
は決めておりました。ああ、それも叶わぬ望みとなってしまいました！こ
れまであれはどの立派な忍耐心、無私や優しさをもって、大きな苦しみが
耐えられたことはないでしょう。また私の唯一の慰めといえば、仮に主人
が生きながらえたとしても、せいぜい弱々しく苦しむ病人でしかなかった
だろう、ということです。そんなことは、彼の強靫でエネルギー溢れる性
質には、長期の苦悩であったでしょう。まさに最期の時まで、すっかりよ
くなる見込みが充分あったのです。そして自分は大いに長生きする、とい
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つも確信してもおりました。主人は深刻な肺の悩みも乗り越えましたので、
そう考えない理由はありませんでした。誠実でとても敬虔なカトリック教
徒として生きたように、亡くなったのです。彼のような例、キリスト教徒
としての人生と限りない善行は、夫と共に消えることはないでしょう。マ
リオンはしょっちゅう私にノートルダムへの心躍る訪問のことを話してく
れました。あらゆる彼の不健康のもととなったあのひどい講演旅行の中で、
本当に心弾む、そして心安らぐ唯一の思い出を。子供たちも、あなた様が
　　　　　　　　　　　　　一
記事で父親についておっしゃって下さったこと全てに対し、私と共に感謝
申し上げております。狭量な鈍さと無知のため『カーサ・ブラッチョ』の
真の意味を理解できなくなった人たちについては、ただ哀れみを抱くのみ
です。
　遠からず、あなた様に形見として主人がいつも使っておりましたものを
お贈りできればと思います。
　　　　　　　　　　　　　　かしこ
　　　　　　　　　　　　　　エリザベス・マリオン・クロフォード
追伸
　イースターに主人の供養をなさって下さいましたこと、篤く御礼申し上
げます。
　『ホワイト・シスター』をお届けします。きっとお気に召していただけ
ると存じます。
　上記引用の書簡には、翻訳を通してもおそらく伝わるように、クロフォード
夫人の夫への愛情と敬意、その予期せぬ死に対する驚き、心痛、そして遺され
た家族のつらさや悲しみが率直につづられている。原文の筆致は､簡素で明瞭、
気取りもてらいもなく、夫の筆遣いを想起させる。エリザベスは不誠実なマス
コミ各社に対しても、怒りというより「哀れみ」を示すなど、寛大な姿勢をみ
せ､他者に寛容だった夫の生き様に倣っている様子が窺える。不仲説ではなく、
クロフォード夫妻の相和する印象を与える書簡といえよう。かくしてモランは、
最期まで続く信仰心に裏打ちされた夫婦愛を示し、クロフォードの伝記におい
てロマンティックな解釈を加えてみせた。
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§２　ビットリア・コロンナ
　その一方で、若き公爵夫人、ビットリア・コロンナとの交流からは、生涯ロ
マンスには事欠かなかった作家の姿も浮上する。コロンナの『過ぎ去りしこと』
（1929丿は、クロフォード関連の伝記として書誌に挙げられることが多いが、
二人の関係について論じた研究はおそらくコンテシティ氏の報告が初めてとい
える。コンテンティは時系列をおって両者の関係が互いにどのような影響を与
えたかを探る。と同時に、同時代の関連する他の人物たちについて（特にキッ
プリングやマクミラン社）、またクロフォードが作家としていかに営業努力を
怠らなかったかなど、非常に興味深いコンテクストも提示する。報告は、こう
したコンテクストが、ビットリア・コロンナと作家の関係に実は少なからず絡
まってくることを立体的に示す、時代や人物を理解する上で大変示唆深い内容
になっている。
　コロンナがクロフォードに送った書簡が残っていないことから、二人の真の
関係を推測することはできない。人気作家として地位を確立していたクロフォ
ードは、46歳のとき、人生最後の華ともいえる存在と出会い、清らかな恋愛
を堂々と楽しみながらも、この若き貴婦人との交友を通し、プロの作家、ひい
ては広義の芸術家としての自覚や誇りに気づいたということをコンテンティは
指摘する。一方、ビットリア・コロンナの方はクロフォードと親しむことで、
後に人間性を開花させ、年若い芸術家と恋愛するなど階級にとらわれない一人
の女性として生きる道を見いだした。クロフォードからの少なからぬ影響であ
ろう、というのがコンテンティの見解である。
　二人のなれそめは、元々は調査のために、作家がビットリアの父、コロンナ
公の所有する書庫への立ち入り許可を求めたことに端を発する。クロフォード
にすれば実利的な目的があった訳だが、当時は二十歳の貴族令嬢だったコロン
ナ本人と実際に対面して、その若々しさ、生命力、知的間達さなどにほどなく
魅了されてしまったという。コロンナの方も同様で、それまでに出会ったこと
のないタイプの男性クロフォードに強く惹かれた。二人の関係はプラトニック
であったものの、そこに秘めた情熱を見いだすのは難しくなかった。コロンナ
はクロフォードにとって詩神となり、ヒロイン像の源泉ともなった。（クロフ
ォードは、ミケランジェロとビットリア・コロンナとの関係について言及する
ほど野暮ではなかったがい母方の祖母が英国人貴族であるビットリアは英語
による文筆活動に強い関心を持ち、クロフォードは「文学的伯父」として、若
きプリンセスに「プロ」としての文章作法を指南した。こうして二人の交友は
深まり、先輩作家はビットリアの短編を自分の作品に引用したくらいである。
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　ピットリアは二十歳でレオーネ・カエターニ、セルモネータ公爵と結婚し、
社交界でも活躍の場を得て前途洋々に思われたが、その実、一見する華やかな
イメージとは異なり、幸薄い結婚生活を送ったようだ。生まれた男児には障害
があり、またビットリアの近代的な生き方や贅沢好みは婚家から疎まれる結果
となる。何より身分高き夫は不実であり、最終的には20歳近く若い女性とカ
ナダに出奔したままとなる。こうした人生を歩むことになる若き貴婦人が、ク
ロフォードとの交友に大きな慰めと喜びを見いだしたであろうことは想像に難
くない。興味深いことに、クロフォードの方も、ビットリアとの交友は心待ち
にしていたことのようで、コンテンティは他の近しい女性たち、例えば妻のごr
リザペスやイサベラ・ガードナーにあてた書簡と比較して、クロフォードから
のビットリアヘの書簡にはそのトーンに大きな隔たりがあることを指摘する。
妻へは「軽やか」かつ「楽観的」な筆致で手紙をつづり、ガードナー夫人への
手紙は「陰気で､単調、そして不安や身体的な苦痛」で満たされていたという。
一方ビットリアヘの書簡は、概して会見の前夜に送られた簡潔なものだった。
それは「期待とこれから話したい」という気持ちがあふれている手紙であった。
残された書簡から推測するに､クロフォードは「男らしく」若い娘をリードし、
ローマの街での楽しみへと誘った。あるときは道徳的な難問を投げかけられて
も、はぐらかしたりせず若い娘と真摯に向き合ってみせる。ビットリアの不実
な夫には苛立ちも隠さないほど、彼女の味方であることを態度で示していた。
　そんな信頼と敬愛に包まれた両者の関係において、ただ一度クロフォードが
ビットリアの肩を持たず、むしろ反論して見せたことがある。それは貴婦人が
有名なオペラ歌手でクロフォードの親しい友でもあるネリー・メルバについて
「下品だ」と非難したときだ。クロフォードは「あなたらしくもないひどいこ
とをおっしゃる」と柔らかく相手を制し、貴族であるビットリアと、大金持ち
になったとはいえ所詮は紳士階級である自分との間に一線を引いたのだ。ここ
にコンテンティは「プロ」として働く人間の誇り、それは女優や歌手、そして
小説家も含む芸術家に共通する衿侍を見いだすことが出来ると示唆する。そう
することで、よくいえば［ボヘミアン］だが、実際は景気や人気に左右される
「ベストセラー作家」という自分の職業、自分のアイデンティティも肯定して
みせたのだろう、とコンテンティは続ける。結局、二人の友情は約10年続き、
次の約束がありながらもクロフォードが期せず病没したため、終止符が打たれ
た。しかし、『過ぎ去りしこと』の中で、クロフォードとの思い出は永遠のも
のとなった。彼が若い友人に与えた影響は、先述したビットリア後年のロマン
スに表れていよう。
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　コンテンティの報告は二重の意味で興味深い。まずビットリア・コロンナと
作家の表面的なロマンスをたどるのみならず、相互に深部でいかなる影響があ
ったかというダイナミズムに触れている点だ。そしてそのダイナミズムから、
ピルキントンによる代表的な伝記でも触れられているような、クロフォードの
図ヽ説家」という職業に対する迷い10)に一つの決着が付けられたと思われるこ
とである。クロフォードは自分の小説を「金儲けのためのお粗末な作品」とみ
なしている部分もあったが､職人に徹して作品を一定ペースで仕上げる様子や、
同時に卓越したビジネスセンスを持ち、読者の好みを把握しそれに応え、出版
社や小売店と交渉して自分の作品（商品）の売り上げを管理した手法をかんが
みると、「成功は彼の元に偶然訪れたが、それが続いたのは偶然ではなかった」
というコンテンティの主張には十分納得させられる。そして、交友のあった有
名・無名なものたちに（特に本節では知名人を扱っているわけだが）、これほ
どまでに深い印象を残したクロフォードの人となりの重要性や魅力を没後100
年の今日改めて喚起させられるのだ。
§3　クロフォードの女性たち
　「クロフォードの女性たち」の報告者のジェーン・Ｈ・ビーズ氏は残念なが
ら今大会に参加できず、当田よ総司会役のゴードン・プール氏による代読とな
ったが、その論考はスケールが大きく野心的なものであった。論題にあるよう
に、ビーズは、クロフォードの実人生における女性との出会い、彼女らの影響
力がいかに作家の創作に反映されるか吟味する。即ち伝記研究と作品論を融合
させ、クロフォードに関係する実在かつ虚構の女性像を巧みに分析し、いかに
両者が共鳴し合うか示す。幼年期から晩年に至るまで、よく知られたエリザベ
スやビットリア・コロンナ、ネリー・メルバ以外の女性との関係にも時系列順
に触れ、作品への新たな理解を誘うのだ。クロフォードは子供時代から影響力
のある女性に囲まれて育つ。例えば家庭での決定権を持つ実母（ルイザ・ウォ
ード）、親しい従姉妹（モード・ハウ）、年長な初恋の女性たちである。存在感
の大きい女性たちの中で暮らすにつれ、作家は男性より女性と共に過ごすのを
好むようになったようだ。興味深い指摘は知的上流婦人、マリー・コッドウ
ォランダー・ジョーンズが、イタリアを離れニューヨークで一人仕事する晩年
のクロフォードを公私にわたり援助したことだ。 1892年遅くに出会ってから、
二人は芝居やオペラによく連れ立った。またジョーンズはクロフォードに重要
な作家や芸術家、俳優、政治家などを紹介した。病の時、彼女は病院に作家を
見舞い、家庭料理を届け、退院後は自宅や別荘でもてなした。特に印象的なの
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は、ジョーンズがガードナー夫人のように、作家の右腕となり原稿やゲラを読
み､マクミラン社の書評の編集も手伝ったことだ。ビーズは言及しなかったが、
その姿はクロフォードの自伝的作品の一つ、『三つの運命』（1892）で、作家志
望の主人公をジョーンズのように応援する三人の女性たちを想起させ、クロフ
ォード作品世界においていかに虚構と現実が交錯するかを示している。
　一方で、男性登場人物の原型が見あたらないこともビーズは指摘する。実
際、クロフォードの人生において男性が影響力を及ぼしたことは少なく、伯父
サム・ウォードとの関係が一番有名だろう。ｲ也にビーズは三名の男性を特筆す
る。若い頃から親しくしたジョバンニ･ボルゲーゼ、マクミラン社のジョージ･
ブレッド、挿絵画家のヘンリー・ブロックマンだ。叔父とボルゲーゼが作品の
モデルになったくらいで、他の男性たちは特に作家の文学的な想像力をかき立
てたわけではないようだ。従って作品に現れる多くのジャーナリストなどの男
性登場人物たちが、作家自身の分身というのも頷ける。これらの分身が登場す
る作品では、ヒロインたちは主に19世紀のロマンティックなステレオタイプ
にすぎず、求愛者に対し受動的な姿を示すというビーズの指摘は興味深い。女
性の造型に深みが出るようになった転換点というのは､代表作『サラチネスカ』
（1887）で「権力」を持つヒロインを登場させて以降だ、という見解も同意でき
る。（もちろん初期作品でステレオタイプの枠を超えたマイナーな女性キャラ
クターがいることを、ビーズは補足する。）
　続いて作品のテーマということで「離婚」問題や、女性のキャリアと結婚の
両立についてクロフォードが扱ったことが述べられる。ビーズは1890年代半
ばにクロフォードが「離婚」について扱った三作品11)を取り上げ、離婚につ
いての作家の否定的見解が作品に反映されている様子を紹介する。またネリー・
メルバというより人生全体に取材したとされる、オペラ三部作12)の中で、ク
ロフォードは性差を超え、キャリアという点では自分に大変類似した軌跡の持
ち主をヒロインとして描き出す。作家は、オペラ歌手のヒロインにキャリアを
犠牲にすることを要求する支配的な二人の求婚者を退けさせ、仕事でトップを
めざす野心家の彼女に、芸術の擁護者でもあるアメリカ人の新興成金を夫に選
ばせる。そんなプリマドンナは純粋で理想的であると同時に俗っぽいという、
相反する性質を持ち合わせるとビーズは論ずる。こうした一人の人物に存在す
る二面l生というものは、マリオン・クロフォード自身が抱えていたものだ。想
像力豊かな自分と、実際家の自分である。ビーズ曰く、オペラ歌手がこうした
矛盾を解消できずにいる一方で、クロフォードはそれを小説化することで昇華
したようだ。
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　もし小説が作家の経験や観察を空想力のフィルターを通して取り込んだもの
というクロフォードの仮説を受け入れるならば、彼の44冊の小説は符号化さ
れたひとつの伝記を形成するとビーズは述べる。そしてアメリカ市民でありな
がらイタリアでその大部分の人生を送ったクロフォードは、米伊両国において
部内者かつ部外者であった。さらには、彼はジェンダーでも越境しており、身
体、プライド、家庭内の役割という意味で「男性」でありながらも、主として
女性に友情を求め、かつ自分と同一視して考えた。自身の人生で中心となる芸
術や文学を享受できない（アメリカ人）ビジネスマンには興味が持てなかった
のだ。晩年まで多彩な女性たちに囲まれ魅了されたクロフォードは、自分のヒ
ロインたちに強い管吐や自立心を与えるようになったのも自然な成り行きだろ
う。晩年のオペラ三部作は、ボレーショー･アルジャー物語でもある初期作品、
『ローマの歌手』（1884）をテナーからソプラノ歌手の成功物語に書き換えたも
のといえる。それは結婚よりキャリアを優先し、ロマンティックな恋愛を野心
のために犠牲にする女性の陰影に富む物語として生まれ変わった、とビーズは
論じる。自分と同様な問題を巧みに扱うたくましいヒロインが誕生し、その過
程で、初期のヒーローだちと共有した作家の男性性はより両性具有的な側面を
帯びるようになる。その結果、後期作品では男性性を付与された女性も男性同
様積極的にセクシュアリティを表現できるようになる、とビーズは指摘する。
　実人生で共感しづらい男性よりも、慣習にとらわれない魅力ある女性たちに
自分の姿や悩みを投影し、作品に活かす。ｲ乍品群を一つのストーリーとみなせ
ば、クロフォードは「女性としての自分」のライフストーリーを語り直してい
るのだ。それは最終的には両性具有的なヒロインの造型に結実する。国籍だけ
でなく、ジェンダーという視点からもクロフォードの二重性に着目したビーズ
の仮説は説得力があり、一見「男らしい」作家の中の女性性の問題をとらえ、
両性具有の問題まで作品と併せて論じた点に本発表の独≪IJ1生かある。と同時に、
こう記した時点で、クロフォードと同時代作家のヘンリー・ジェイムズのこと
を想起せずにはいられない。（ちなみにジェイムズについては本発表では触れ
られない。）先のビーズの指摘はジェイムズも抱える問題で、国籍は勿論、ジ
ェンダーにおける二重性の問題もジェイムズ研究ではピークを過ぎたような印
象がなくもない。作品論についても、例えばクロフォードのオペラ三部作で扱
われた女性芸術家にとって結婚をとるかキャリアをとるかという問題は、ジェ
イムズの『悲劇の美神』（1890）に顕著である。こう考えると、ビーズ説はジ
ェイムズ研究者にはさほど新奇でもなく、むしろ「両性具有」という概念を出
した以上、クロフォードのセクシュアリティの問題まで論考を掘り下げること
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もできよう。隣接分野のジェイムズ研究では精神分析を駆使し、タイア一理論
の見地から議論が盛んなことを考慮すると几こちらは同様な研究のスタート
にやっと辿り着いたという感が否めない。ジェイムズとクロフォードがライバ
ル関係にあり、両者が互いに意識しながら創作していたことを考えると、こう
した研究の差の開きは歴然である。しかしながらビーズの論考は、ジェンダー
という視点から今後のクロフォード研究への扉を開いたという意味で大いに評
価すべきであろう。
　ビーズ説からは、伝記解釈のおもしろさと同時に難しさ・危うさも感じさせ
られた。先述したようにビーズは定番になっている、クロフォードのロマンス
の核心人物たちについて、それぞれタブロイド誌の誌面をにぎわすような情報
も提供している。イサベラ･ガードナーと妻エリザベスとの対立や､ビットリア･
コロンナと作家との書簡に垣間見られる恋人関係を思わせる表現などだ。しか
し、はじめに紹介したモランやコンテンティの説は、こうした定説に疑問を投
げかける。クロフォードを取り巻く女性だちと作家との人間関係について論ず
るのは、クロフォードヘの書簡が残っていない上、当人同士しか知り得ぬこと
が当然あるはずで、実際のところは分からないのではないか。研究対象にどの
くらい距離をとるかによって、解釈に多徐吐の生ずることが確認され、決定版
とみなされる「伝記」の恣意性を再確認させる示唆深い事例となっていよう。
結びにかえて
　［女性］をめぐる論考を中心に、本稿はクロフォード研究の現在を紹介した。
他の発表全体を併せて考えても、やはりクロフォードの本格的な作品論が少な
いことが、彼の再評価につながりにくい結果となっているのだろう。特にクロ
フォードの「分かりやすさ」は、難解さや曖昧さが好まれる現代の文芸批評の
潮流では、作家を主流から退けてしまう。しかしながら、長い間評価が高いク
ロフォードの「語り」の技術や、他の作家との相互テクスト性を探ることは、
クロフォード作品世界の深求を助けることになろう。特にキップリングとの関
連で「インド」をめぐる作品の考察は、ポストコロニアリズムの観点からも興
味深い論考が展開できるように思われる。（コンテンティはキップリング作品
の方が出来は上だが、内容的にはクロフォードを多分に借用／盗用していたと
指摘する。）そして本稿でも触れたジェンダーの視点からは、「両性具有」など
の現代的な問題へ視野を広げることも可能である。今大会では未知な領域が多
い作家の伝記的研究が目立った。これは確かに重要なステップだが、同時に今
後は実際にテクストに沿ったーテクストに雄弁に語らせた一現代批評の視点も
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含むクロフォードの批評的解釈が発展することを期待したい。
　また伝記研究からは作家の人物としての魅力は十分に伝わってくるが、米国
ではなく、イタリアで、そしてイタリア人からみて未だにクロフォードを評価
し続ける理由について議論の余地がある。クロフォードはイタリアにおけるラ
フカディオ・バーンに匹敵する存在なのか。彼の描くイタリア（特にローマ）
は、文学的あるいは歴史的にどのように評価されるのか。こうした問いも派生
し、日本人の筆者としては興味が尽きぬ側面である。
　さらに重要なことは、文学史正典には記録されないような、華やかで知的に
活発な文化圏の存在がクロフォードの生きた時代に垣間見えることである。そ
れは作家や詩人、芸術家、オペラ歌手、美術愛好家や後援者そして蒐集家を取
り込むような文化圏である。 19世紀末を主とする彼らの活動が見落とされて
いるのは、現在主流とされている文学史の主役たち、リアリズムから自然主義
を経てモダニズムの項に入るような作家たちを祭り上げようとした後世の批評
家の意図があったためかもしれない。こうした文化圏の存在に合わせて、没後
100年の今日でもサンタニェッロの名誉市民として称えられるクロフォードの
存在感、業績には改めて瞳目させられる。 F.マリオン･クロフォード研究所は、
ナポリ大学やローマ大学の教官が中心となってクロフォードなどについての研
究を行い、機関誌もイタリア語で刊行している。これに加えてクロフォードが
母語とした「英語」による作家・作品の全般的な研究も活性化されると、クロ
フォード研究も充実するだろう。いくつか今後の課題を指摘したが、この没後
100周年国際記念大会は小規模ながら、多彩なプログラムとともに、クロフォ
ードの幅広い可能性を提示した有意義な大会となったことは間違いない。今大
会を機に、クロフォード研究が一層発展し、再評価が進むことを期待したい。
なお全報告の抄録は英語とイタリア語の二ヶ国語で近く刊行予定である。
　　　　　　　　　　　　　　　註
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　　Univ. Institute,1990）13･
　5）John Pilkington, Jr.Francis Marion Crawford （New York汀wayne, 1964）89.
　6）これらの雑誌はJohn c. MoranによるAn Ｅ Marion Crawford Companion （Westport，
　　Conn. Greenwood p, 1981）30に詳しい。
フ）Paul Griggs はクロフォードの第一作目から登場するジャーナリスト。作品ごとに
　　語り手，主役，脇役とその役割を変えながら，繰り返し現れる重要人物で作者の
　　分身とも考えられる。
8）代表的なものはPilkingtonの伝記だろう。 Pilkington, Francis Marion Crawfordの第
　　４章以降を参照のこと。
9）Vittoria Colonna, Duchess of Sermoneta, Things Past（New York; D. Appleton and
　　Company, 1929）･
10）Pilkingtonは，小説家であることに迷いのあるクロフォードは，最終的に小説か
　　ら歴史書へと創作の関心を移したことを指摘する。Francis Marion Crawford, 153-
　　171.
口）これらはMarion Darche:A Story without Comment (1893）, Adam Johnstone' s Son
　　（1896）,A Rose of Yesterday（1897）である。
12）Soprano: A Portrai･け1905）,The Primadonna: A Sequel to 'Soprano’（1908）,並びにThe
　　Diva's Ruby: A Sequel to 'Sc
13）代表的な研究書にHugh Stevens, Henry James and Sexuality（Cambridge: Cambridge
　　UP, 1998）やPeggy McCormack ed., Questioning the Master.･Gender and Sexuality in
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Hew･V Ja川e.ぐsWiiti･11g (Newark: Ｕ of Delaware p, 1999)があり、前者は2008年にソ
フトカバーも出された。
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